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防火のちかい！！ 幼年消防クラブ 

（町消防団春季大演習にて） 

■編集発行／山形県最上郡最上町議会広報編集委員会 　最上町役場／山形県最上郡最上町大字向町644    http : //mogami. tv
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【歳 出】 （単位：千円）

補 正 額 の 財 源 内 訳
計補 正 額補正前の額款

一般財源
特 定 財 源

そ の 他地 方 債県支出金国庫支出金

46892,25346891,786議 会 費１

△ 1,48419,6001,419,40418,1161,401,288総 務 費２

7,3202,00019,8351,125,84529,1551,096,690民 生 費３

△ 5,993829,281△ 5,993835,274衛 生 費４

3,9853022,955352,1027,242344,860農林水産業費６

8,68710,000258,03018,687239,343商 工 費７

12,303610,39712,303598,094土 木 費８

1,039186,2911,039185,252消 防 費９

△ 16,86326541,603△ 16,837558,440教 育 費１０

主な議案

１　新庄最上定住自立圏

２　こども園の条例制定

３　介護保険事業

４　人事案件
　　・監査委員（最上町）
　　・教育委員（最上町）
　　・人権擁護委員

５　一般会計の見直し

６　特別会計の見直し

７　最上町の表彰条例の見直し

８　指定地域密着型サービス事業の１部改正

９　介護予防サービス事業の１部改正

主な報告

１　町有財産の維持管理

２　集落営農

３　最上小国川流水型ダム

主な発議

１　年金積立金

「若者定住の方6 月 

定例会
 

平
成27

年度

� 議会だより 6月定例議会

6 月 

定例会
 

平
成27

年度

6 月 

定例会
 

平
成27

年度

策」の行方はどこに 6 月 

定例会
 

平
成27

年度
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総額　59 億 6558 万 9000 円

【 一 般 会 計 予 算 】

� 今回の補正額　6418 万円

▲ 月楯田んぼアートの田植え（月楯小児童）

　

６
月
定
例
議
会
、
６
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程

１２

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
報
告
３
件
、
人
事
案
３
件
、
新
庄
最
上
定
住
自
立

圏
の
協
定
締
結
等
の
議
案
が
４
件
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任

委
員
会
、
ダ
ム
特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
が
付
託
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議会だより 6月定例議会 �



　

設
計
ど
う
す
る
？

　
　

若
者
定
住
環
境
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

� 議会だより 6月定例議会

Ｑ

若
者
定
住
環
境
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
の
下
水
道
と
連
結
す

る
場
所
と

戸
の
下
水
を
処

２３

理
で
き
る
の
か
。

Ａ

昨
年
の
計
画
の
段
階
で

調
査
・
検
討
を
し
て
お
り
、既

設
の
下
水
道
に
接
続
し
て
も

大
丈
夫
で
あ
り
ま
す
。

運
営
管
理
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

Ｑ

下
水
道
配
管
付
設
工
事

の
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。

Ａ

若
者
定
住
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
の
下
水
道
工
事
で
あ
り
ま

す
。

Ｑ

特
色
あ
る
学
校
支
援
モ

デ
ル
事
業
と
は
？

Ａ

月
楯
小
の
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
に
係
る
支
援
で
す
。

Ｑ

小
学
校
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
、
明
確
な
ル
ー

ル
・
基
準
が
必
要
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

ほ
し
い
。

Ａ

町
の
６
小
学
校
の
将
来

像
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
小
学
校
教

育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
で

も
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

生
活
排
水
処
理
施
設
基

本
構
想
策
定
委
託
料
の
内
容

は
。

Ａ

現
在
の
基
本
計
画
に
つ

い
て
、
上
位
計
画
等
を
参
考

と
し
て
、
町
全
体
の
生
活
排

水
処
理
施
設
整
備
区
域
の
検

討
を
行
い
、
今
後
の
整
備
・

下
水
道
事
業
費

教

育

費

▲ 若者定住モデルタウン（イメージ）　

Ｑ

な
ぜ
増
額
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
？

Ａ

今
回
、
国
土
交
通
省
の

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
、

そ
の
総
事
業
費
が
大
き
い
の

に
連
動
し
て
設
計
費
を
増
額

し
た
た
め
で
す
。

Ｑ

高
齢
者
も
住
み
た
い
と

い
っ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
？

Ａ

基
本
は
保
育
所
や
小
学

生
の
お
子
様
等
を
持
つ
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
し
ま
す
。

そ
こ
に
親
御
さ
ん
世
代
が
同

居
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い

ま
す
。

Ｑ

向
町
８
区
や
町
営
住
宅

の
空
き
部
屋
へ
の
対
応
の
ほ

か
に
大
丈
夫
な
の
か
？

Ａ

あ
く
ま
で
も
「
定
住
」

「
環
境
」
の
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
も
ら
え

る
方
を
優
先
し
ま
す
。

Ｑ

ア
パ
ー
ト
の
方
の
金
額

は
月
い
く
ら
に
設
定
し
て
い

る
の
か
？

Ａ

５
〜
６
万
円
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

臨
時
会
は
6
月　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１７

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

臨
時
議
会

つ
い
て
は
前
森
高
原
に
ふ
さ

わ
し
い
遊
具
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

Ｑ

河
川
費
の
維
持
修
繕
に

万
３
千
円
計
上
さ
れ
て
い

５４る
が
河
川
の
カ
所
は
？

Ａ

白
川
渓
流
公
園
の
キ
ャ

ン
プ
台
と
下
白
川
お
ら
だ
ず

の
川
公
園
の
藤
棚
の
修
繕
で

す
。

え
、
今
年
度
は
児
童
手
当
届

け
の
際
に
、
同
時
申
請
で
き

る
よ
う
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

Ｑ

前
森
高
原
遊
具
解
体
工

事
の
内
容
と
今
後
の
対
応
は
。

Ａ

遊
具
は
設
置
し
て
か
ら

年
が
過
ぎ
老
朽
化
し
、
危

２５険
な
状
態
で
あ
り
、
今
回
解

体
す
る
も
の
で
す
。
新
設
に

Ａ

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
も

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
度
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
お
い
て
未
請
求
の
方
が

数
名
お
り
ま
し
た
事
を
踏
ま

議会だより 6月定例議会 �

Ｑ

地
域
振
興
公
社（
西
公

園
）の
経
営
状
況
と
今
後
の

目
標
は
。

Ａ

健
康
増
強
の
目
的
を

持
っ
て
、
特
に
仙
台
圏
か
ら

施
設
の
利
用
数
を
増
や
し
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
サ
ッ
カ
ー

大
会
、
夜
間
ク
ロ
カ
ン
ス

キ
ー
練
習
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
等
で

最
上
町
地
域
振
興
公
社

Ｑ

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
事
業
に
つ
い
て
前
年
度

の
評
価
を
踏
ま
え
今
年
度
の

方
針
は
。

活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
庄
最
上
定
住
自
立
圏

の
形
成
で
の
職
員
交
流
に
つ

い
て
。

Ａ

お
互
い
の
市
町
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
を

し
、
工
業
団
地
の
企
業
誘
致

等
で
も
連
携
し
て
ま
い
り
ま

す
。

全
会
一
致
で
可
決

�
最
上
町
監
査
委
員

　

再
任

 

�
任
期
�

  　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２７

  　

平
成　

年
６
月　

日
ま
で

２９

３０

�
教
育
委
員
会
委
員

 　

新
任

 

�
任
期
�

  　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら

２７

  　

平
成　

年
６
月　

日
ま
で

３０

３０

�
人
権
擁
護
委
員
推
薦

 　

新
任

人
案
事
件

飛　

鳥　

伸　

一
氏

　
　
　
　
　
　

（
向
町
）

主
な
質
疑
の
中
か
ら
抜
粋 

3月定例会6月定例会民

生

費

商

工

費

土

木

費

一
般
会
計
補
正
予
算

西公園サッカー場西公園サッカー場

大　

澤　

ひ
と
み
氏

　
　
　
　
　
　

（
富
沢
）

下　

山　

繁　

雄
氏

　
　
　
　
　
　

（
若
宮
）



� 議会だより 6月定例議会

　

入湯税にテコ入れ、インバウンド、仙台圏へのセールスは？

　　　　　　　    町長答弁 各連携機関と協力して頑張ってまいります

　
　
　
　

入
湯
税
の
税
収
の

　
　
　

増
加
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
？

　
　
　
　

最
近
で
は
、
町
の

　
　
　

ペ
ー
ジ
に
も
ト
ヨ
タ

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
情
報
を

い
ち
早
く
発
信
し
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
モ
ガ
ポ
」
と
連

動
し
て
情
報
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま

で
に
な
い
発
想
に
よ
る
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
視
察
ツ

ア
ー
」
の
よ
う
な
宿
泊
を
伴

う
取
組
み
を
増
や
し
、
宿
泊

者
・
滞
在
交
流
者
を
増
や
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

外
国
人
の
お
客
様

　
　
　

の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」

の
成
果
と
見
通
し
は
？

　
　
　
　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

　
　
　

ツ
五
大
学
、
早
稲
田

大
学
留
学
生
な
ど
主
に
学
生

中
心
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
新
庄
最
上
地

域
」
が
一
体
と
な
っ
て
台
湾

の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
売

り
込
み
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

人
気
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

の
売
り
込
み
も
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
連
携
し
て

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
し
、
さ

ら
に
各
団
体
と
連
携
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

仙
台
圏
の
お
客
様

　
　
　

の
取
り
込
み
策
の
進

捗
状
況
は
？

　
　
　
　

「
最
上
町
元
気
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
仙
台
の

観
光
関
係
者
と
昨
年
度
２
回
、

今
年
度
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

仙
台
市
立
冨
沢
中
学
校
の
受

け
入
れ
が
評
価
さ
れ
生
出
中

学
校
、
鶴
ヶ
丘
中
学
校
の
受

け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
経
験
を
活
か

し
、
仙
台
か
ら
は
「
日
帰
り

圏
内
」
と
い
う
意
識
が
あ
る

答
弁 問

小林　　守 議員

答
弁 問

当
町
に
、「
食
と
体
験
と
歴

史
の
魅
力
」
を
組
み
合
わ
せ

て
宿
泊
滞
在
に
つ
な
が
る
プ

ラ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。「
仙
台
圏
も
が
み
友

の
会
」
へ
の
若
い
世
代
へ
の

呼
び
掛
け
に
も
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

答
弁

一般質問については、全質問者の原稿通りに記載しております

問

最上町の「入湯税、ふるさと納税、たばこ税」の推移

（小林調べ）

議会だより 6月定例議会 �

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう町政を問う 6 議員が一般質問

　一般質問は、行政全般にわたる議員主導による政策議論であり、大所高所からの政策を建設的立場で議
論し、効率的な会議運営が必要なことを十分理解し簡明で、しかも内容のある質問を展開するものです。

ここは 

　    どう
する？ 

「地方創生」で若者定住
 町長答弁 定住促進で真の「子育て王国最上町」を目指す

し
て
町
内
全
体
に
拡
大
普

及
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　

今
の
住
宅
実
情

　
　
　

は
核
家
族
化
対
応

で　

坪
前
後
の
建
物
、　

３０

７２

坪
の
土
地
で
若
者
で
も
持

ち
家
が
持
て
ま
す
。
分
譲

地
の
整
備
に
力
を
入
れ

「
最
上
町
版
家
づ
く
り
」

の
考
え
は
。
町
の
団
地
は

空
き
状
態
な
の
に
今
、
集

合
住
宅
は
必
要
か
。

　
　
　
　

子
育
て
、
定
住

　
　
　

支
援
を
目
指
し
若

者
世
帯
が
購
入
可
能
な
、

土
地
建
物
の
費
用
総
額
を

１
千　

万
円
相
当
、
助
成

８００

支
援
を
得
て
実
負
担
金
が

１
千　

万
円
相
当
と
な
る

５００

こ
と
を
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
で

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

分
譲
地
の
提
供
に
つ
い

て
は
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
お
い
て
、

町
有
地
の
管
理
活
用
も
検

討
さ
れ
分
譲
可
能
地
の
確

保
も
検
討
し
て
目
指
し
ま

す
。
人
口
減
少
の
状
況
か

ら
向
町
絹
出
、
赤
倉
に
あ

る
共
同
住
宅
に
空
室
が
あ

り
ま
す
が
、
地
方
創
生
に

お
け
る
定
住
促
進
は
、
一

義
的
に
目
指
さ
れ
る
べ
き

方
策
で
、
高
齢
の
方
が
共

同
住
宅
を
求
め
る
傾
向
は

変
わ
り
な
く
、
町
営
住
宅

の
有
効
活
用
に
向
け
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

モ
デ
ル
タ
ウ
ン

の
集
合
住
宅
は

若
者
か
ら
高
齢

者
、
障
が
い
者

も
入
居
で
き
る

も
の
を
目
指
し

ま
す
。

　
　
　
　

現
在

　
　
　

の
低
所

得
者
対
策
の
住

宅
が　

年
を
過

３０

ぎ
て
ま
す
が
売

却
で
き
な
い
の

か
。

二戸　　守 議員

　

人
口
減
少
問
題
は
国
も

県
も
重
要
課
題
と
し
、
町

も「
子
育
て
王
国
も
が
み
」

を
め
ざ
し
保
育
料
の
無
償

化
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、

経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く

若
者
定
住
に
結
び
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

「
若
者
定
住
環

　
　
　

境
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
」
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
今
後

町
全
体
に
増
や
す
の
か
。

　
　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
効

　
　
　

率
を
二
割
削
減
す

る
目
標
も
あ
り
、
今
後
全

国
に
モ
デ
ル
と
し
て
発
信

問

　
　
　
　

公
営
住
宅
の
譲

　
　
　

渡
は
国
土
交
通
大

臣
の
承
認
を
得
て
可
能
に

な
り
ま
す
が
「
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
戸
数
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所

得
者
対
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
公
営
住
宅
政
策
上
、
十

分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

答
弁

答
弁

答
弁

問

問

▲ み つ わ 幼 稚 園



� 議会だより 6月定例議会

　

特色ある米づくりの生産組織の立ち上げは？

　　　　　　　　 町長答弁 生産、販売戦略の検討協議会の設立へ

　
　
　
　

最
上
町
の
「
特
色

　
　
　

あ
る
米
づ
く
り
」
に

向
け
た
生
産
者
組
織
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

平
成　

年
度
か
ら

２６

　
　
　

米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
半
減
と
米
価
の
下
落
や

農
業
経
営
者
の
不
足
に
よ
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
と
お

し
た
農
地
集
積
に
よ
る
大
規

模
経
営
が
進
む
と
考
え
ま
す
。

そ
の
反
面
、
経
営
規
模
を
拡

大
し
た
担
い
手
の
経
営
自
体

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
全
国
的
な
米
価
下

落
の
中
で
「
は
え
ぬ
き
」
は

他
県
産
と
の
産
地
間
競
争
が

激
化
す
る
中
で
、
販
売
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

２６

「
山
形　

号
」
は
炊
飯
米
は

９５

光
沢
が
あ
り
食
味
も
良
く
、

耐
冷
性
が
強
く
中
山
間
地
に

適
し
た
品
種
で
あ
る
が
「
山

形　

号
」
で
新
た
に
品
種
名

９５
の
登
録
が
な
く
一
般
市
場
向

け
に
拡
大
し
て
い
な
い
状
況

で
す
。
良
質
な
特
性
を
活
か

し
有
機
栽
培
や
特
別
栽
培
と

い
っ
た
付
加
価
値
を
付
け
た

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
特
色

の
あ
る
米
づ
く
り
の
生
産
戦

略
と
販
売
戦
略
を
検
討
す
る

協
議
会
の
設
立
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

平
成　

年
度
に
瀬

２２

　
　
　

見
小
学
校
の
閉
校
、

そ
の
翌
年
の
平
成　

年
度
に

２３

は
満
沢
小
学
校
が
閉
校
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
教
育
環
境
の
現

状
把
握
と
再
編
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

人
口
減
少
社
会
が

　
　
　

進
行
す
る
中
、
教
育

行
政
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
文
部
科
学
省
は
全

国
の
自
治
体
に
学
校
を
統
合

す
る
か
ど
う

か
検
討
す
る

よ
う
に
促
す

「
手
引
」
を

公
表
し
ま
し

た
。
児
童
生

徒
数
の
減
少

に
伴
い
、
当

町
で
は
昨
年

「
教
育
環
境

整
備
検
討
委

員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
今

後
の
教
育
施

設
の
環
境
整

備
に
つ
い
て

検
討
を
始
め

答
弁 問

渡邉　英俊 議員

答
弁

問

ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、

保
育
所
・
幼
稚
園
児
童
及
び
、

小
学
校
児
童
に
と
っ
て
本
質

的
に
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

最
重
点
に
議
論
し
検
討
会
議

で
の
答
申
を
待
ち
、
当
町
の

方
針
を
策
定
し
ま
す
。

▲ 省力化の直播き田植え

一般質問　　最上の町づくりに熱き提言

議会だより 6月定例議会 �

　

米価下落にどう対応していくのか�

 町長答弁 特色ある米作りをし、ブランド化を推進します

　　　　　　6議員が町政を問う　　一般質問

　

昨
年
来
か
ら
の
農
政
の
大

転
換
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど

農
業
、
農
村
を
取
り
ま
く
環

境
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

す
中
、
昨
年
の
米
価
下
落
は

収
入
の
減
少
の
み
に
留
ま
ら

ず
、
心
理
面
に
お
い
て
も
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
改
善
す
べ

く
施
策
を
ど
の
様
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
、
次
の
点
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
　
　

米
価
下
落
に
よ
る

　
　
　

収
入
減
少
を
ど
の
様

に
し
て
補
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

短
期
的
な
対
策
と

　
　
　

し
て
は
、
無
利
子
の

運
転
資
金
の
創
設
や
、
種
子

購
入
代
金
の
一
部
補
助
な
ど

国
や
県
の
施
策
で
対
応
し
、

町
独
自
の
対
策
と
し
て
、
国

の
交
付
金
の
対
象
と
な
る
認

定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、

集
落
営
農
の
組
織
化
に
つ
い

て
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
期
的
に
は
米
の
新
品
種

「
山
形　

号
」
の
産
地
戦
略

１１２

の
構
築
や
、「
山
形　

号
」
の

９５

特
色
あ
る
米
づ
く
り
を
通
し

た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
な
ど
、

需
給
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

米
づ
く
り
に
向
け
た
体
制
整

備
や
、
農
地
の
集
積
、
集
約

化
等
に
よ
る
生
産
効
率
の
向

上
と
低
コ
ス
ト
化
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

ヘ
ク
タ
ー
ル
未

２０

　
　
　

満
の
圃
場
に
於
け
る

基
盤
整
備
計
画
に
つ
い
て
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
町
内
４
地

　
　
　

区
よ
り
圃
場
整
備
に

関
し
て
相
談
を
受
け
て
お
り
、

と
り
わ
け
笹
森
地
区
で
は
集

落
の
機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
、

事
業
採
択
に
向
け
て
準
備
を

進
め
る
段
階
へ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　

我
が
町
が
進
め
て

　
　
　

き
た
ニ
ラ

や
ネ
ギ
、
ア
ス
パ

ラ
等
の
畑
作
に
つ

い
て
、
も
う
一
歩

進
め
る
た
め
の
課

題
を
ど
う
整
理
を

し
、
解
決
策
を
見

出
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

課
題
と

　
　
　

し
て
こ
こ

数
年
、
生
産
者
の

高
齢
化
ま
た
、
新

規
取
組
者
及
び
生

産
面
積
の
伸
び
が

鈍
っ
て
き
て
お
り

問

石原　英一 議員

答
弁

ま
す
。
今
後
の
振
興
策
と
し

て
、
団
地
化
を
進
め
、
管
理

や
防
除
作
業
の
効
率
化
を
図

り
、
個
別
の
選
果
を
行
っ
て

い
る
作
物
は
共
選
化
を
推
進

し
、
労
働
力
の
軽
減
と
品
質

の
均
一
化
に
つ
と
め
な
が
ら

面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問

問 答
弁

答
弁

▲ アスパラガス出荷式（ＪＡ新庄もがみ）



� 議会だより 6月定例議会

　

最上町への交流、移住者へのサポート体制について

　　　　　　　　　 町長答弁 きめ細かな移住定住対策を行っていく

　
　
　
　

町
は
定
住
対
策
と

　
　
　

し
て
「
若
者
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
構
想
」
を
は
じ
め
い

ろ
い
ろ
な
政
策
を
展
開
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
交
流
・
移

住
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

強
化
し
、
そ
し
て
強
化
策
と

し
て
相
談
員
を
確
立
し
、
都

市
と
最
上
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
現
在
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
相
談
や
対
応
、
ま
た
情

報
発
信
は
ど
の
よ
う
に
な
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
や
住
ま
い
や
困

り
ご
と
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
は
、
人
に
優

し
い
町
、
温
か
い
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
も
て

な
し
交
流
を
深
め
て
い
か
れ

る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
在
、
総
務
課
ま

　
　
　

ち
づ
く
り
推
進
室
に

「
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
総
合
的
な
対
応
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
と
し
て
は
若
者
定
住
環
境

モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
の
推
進

や
空
き
家
の
活
用
、
そ
し
て

今
年
度
は
「
お
ら
だ
ず
の
宿

り
ん
ど
う
」
を
会
場
に
新
た

に
宿
泊
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

東
京
都
豊
島
区
に
あ
る
大
正

大
学
が
展
開
す
る
「
地
域
創

生
学
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
大
学
と
の
連
携
を

強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
議
員
の
お
っ

し
ゃ
ら
れ
ま
す
、
仕
事
や
住

ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
、
も
て
な

し
の
気
持
ち
を
強
く
も
っ
て

人
に
優
し
く
、
温
か
い
町
を

目
指
し
て
進
ん
で
参
り
ま
す
。

や
は
り
地
方
創
生
の
柱
で
あ

り
ま
す
就
学
の
場
や
事
業
の

幅
広
い
拡
大
・
振
興
を
推
進

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
躍
を
含
め
、
都
市
部
と
の

交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の

申
さ
れ
る

通
り
、
鍵

と
な
る
の

は
町
の
産

業
や
観
光

振
興
の
展

開
に
自
信

を
持
っ
て

取
り
組
み
、

そ
の
こ
と

を
起
点
に

交
流
を
目

指
す
方
々

に
き
め
細

か
く
、
も

て
な
し
の

心
を
も
っ

答
弁

問

菅　　　博 議員

て
対
応
し
て
行
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
町
の
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
交
流
・
移
住
者

の
方
々
を
増
や
し
て
町
が
目

指
す
地
方
創
生
を
現
実
の
も

の
に
し
て
参
り
ま
す
。

一般質問　　最上の町づくりに熱き提言

▲ 最上町のグリーンツーリズム（仙台の生出中学校）

　

議会だより 6月定例議会 �

その後の進捗状況と考え方は

　　　　施設整備もあきらめることなく、心豊かで
 町長答弁 
　　　　活力ある社会の実現を目指していきます

　　　　　　6議員が町政を問う　　一般質問

　

今
期
４
年
間
の
中
で
一
般

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
お
伺
い

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成　

年　

月
定

２４

１２

　
　
　

例
議
会
に
お
い
て
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
収

納
が
で
き
可
動
式
の
椅
子
の

設
置
で
芸
術
・
文
化
向
上
の

拠
点
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル
の

改
修
は
出
来
な
い
も
の
か
。

そ
の
後
の
平
成　

年　

月
定

２５

１２

例
議
会
で
も
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
有
利
な
財
源
等
に

模
索
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

移
動
式
の
椅
子
席

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
大

ホ
ー
ル
の
高
さ
が
不
足
し
、

座
席
数
の
確
保
が
十
分
出
来

な
い
こ
と
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
フ
ロ
ア

を
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
収
納
ス
ペ
ー
ス

の
増
築
を
し
な
い
限
り
は
実

現
が
難
し
い
と
思
わ
れ
、
技

術
革
新
に
よ
る
製
品
の
開
発

を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
の
施
設
整
備
も
諦
め

る
こ
と
な
く
、
町
の
品
格
を

高
め
て
い
く
芸
術
文
化
を
町

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を
中

心
に
捉
え
な
が
ら
、
文
化
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

平
成　

年
６
月
定

２５

　
　
　

例
議
会
に
お
い
て

「
元
気
な
集
落
づ
く
り
応
援

交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
質

問
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
を
推
進
し
て
い
く
と
「
住

民
」「
行
政
」「
議
会
」
の
役

割
が
明
示
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
自
治
体
の
基
本
的

な
約
束
事
の
制
定
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
と
考
え
方
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

２
ヶ
年
に
わ
た
っ

　
　
　

て
実
施
し
ま
し
た

「
元
気
な
集
落
づ
く
り
応
援

交
付
金
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
目
標
が
ほ
ぼ

達
成
で
き
た
も
の
と

評
価
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
か
ら
は

「
集
落
自
治
活
性
化

応
援
交
付
金
事
業
」

と
し
て
、
集
落
自
治

機
能
の
一
層
の
充
実

強
化
に
向
け
て
支
援

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
区
長

連
絡
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、
公
民
館
長

問

橋本　　正 議員

答
弁

連
絡
協
議
会
や
、
３
地
区
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

議
と
連
携
を
図
り
、
問
題
や

課
題
を
整
理
し
、
解
決
に
向

け
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
ま

す
と
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
す
べ
く
「
新
し
い

ル
ー
ル
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
着
実
に
進
捗
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

答
弁

▲ 最上中運動会（綱引き競技）



� 議会だより 6月定例議会

　
　ＴＰＰ交渉に関する請願

「教職員定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、２０１６年度政府予算に係
る意見書採択の要請」について

　年金積立金の安全かつ確実な運
用に関する請願項

目

農民運動山形県連合会
　会長　花烏賊　義廣

最北地方農民連
　会長　二戸　　正

山形県教職員組合
最上地区支部
　支部長　伊藤　充弘

連合山形
新庄最上地域協議会
　議長　渡辺　裕一

提
出
者

二戸　　守小林　　守大沼　正視
紹
介

議
員

産業厚生常任委員会総務文教常任委員会総務文教常任委員会
付
託
常
任

委

員

会

採　択採　択採　択結
果

　重要品目の大幅譲歩が明らかに

なった以上、国会決議を守り、Ｔ

ＰＰ交渉からの撤退を決断するし

かありません。

　一定水準の教育を受けられるこ
とが憲法上の要請です。子どもの
学ぶ意欲・主体的な取り組みを引
き出す教育の役割は重要であり、
そのための条件整備が不可欠です。

　年金積立金が毀損した場合、厚

生労働大臣やＧＰＩＦが責任をと

るわけではなく、被保険者・受給

者が被害を被ることになる。

提
案
理
由

内閣総理大臣殿
農林水産大臣殿

衆議院議長殿　　参議院議長殿
内閣総理大臣殿　総務大臣殿
財務大臣殿　　　文部科学大臣殿

衆議院議長殿　　参議院議長殿　
内閣総理大臣殿　厚生労働大臣殿

提
出
先

 【 請願】

「最上小国川流水型ダムと下流域の地域活性化に関する」報告　　委員長　菅　　柾悦

　

平
成　

年
７
月　

日
、
長

２５

３１

井
市
の
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
を

視
察
し
、
長
井
ダ
ム
完
成
を

機
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組

み
、
最
上
川
舟
運
時
代
を
始

め
と
し
た
歴
史
・
文
化
・
川

と
ま
ち
の
融
合
に
よ
る
人
々

に
親
し
ま
れ
る
ま
ち
、
川
ま

ち
づ
く
り
に
市
民
が
一
丸
と

な
り
整
備
を
し
、
観
光
事
業

を
年
次
計
画
で
進
め
て
る
と

の
事
、
平
成　

年
６
月　

日

２６

３０

と
平
成　

年
８
月　

日
の
２

２６

１８

回
、
舟
形
町
の
中
間
育
成
施

設
視
察
、
漁
協
と
の
懇
談
会

等
で
現
在
の
状
況
を
共
有
し
、

県
に
対
し
て
整
備
・
振
興
対

策
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
行
く

こ
と
を
話
し
合
っ
た
所
で
す
。

　

平
成　

年
８
月　

日
に
県

２６

２０

知
事
に
対
し
、
流
水
型
ダ
ム

の
治
水
対
策
と
内
水
面
漁
業

振
興
の
両
立
に
よ
る
流
水
活

性
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
を
、
伊
藤
県
議
同
席
の
元
、

県
知
事
に
提
出
、
委
員
会
と

し
て
県
に
対
し
次
の
事
を
提

出
・
提
案
し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。

�
地
域
住
民
の
声
が
繁
栄
さ

　

れ
た
事
業
の
展
開

　

「
常
設
に
よ
る
ポ
ン
プ
で

　

の
内
水
処
理
」

�
観
光
面
の
振
興
策

�
本
流
と
同
時
に
支
流
整
備

�
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
で
の
サ

　

イ
ク
リ
ン
グ
道
の
整
備
、

　

河
川
内
の
公
園
整
備

　

今
後
も
、
清
流
未
来
振
興

組
織
と
共
に
振
興
策
に
力
を

合
わ
せ
て
行
く
事
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

▲ 最上小国川流水型ダム提体工事安全祈願祭

議会だより 6月定例議会 �

所管事務調査　 委員長報告

■ 産業厚生常任委員会 委員長　石　原　英　一

■ 総務文教常任委員会 委員長　橋　本　　　正

町
有
財
産
の

　

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

昭
和
の
遺
産
と
も
い

う
べ
き
バ
ブ
ル
期
に
建

設
さ
れ
た
公
共
物
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
調
査

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
は
、
茨

１１

城
県
「
太
子
町
お
や
き

学
校
」
空
き
校
舎
の
利

用
方
法
し
て
レ
ス
ト
ラ

ン
、
産
直
所
を
経
営
さ

れ
て
お
り
、
経
営
に
は

大
変
苦
労
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
東
京
の

「
地
域
総
合
整
備
財
団
」

を
研
修
し
、
最
上
町
の

民
間
の
施
設
に
も
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
と
い
う
事
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
我
が
町
の

公
共
施
設
の
評
価
と
耐

用
年
数
の
情
報
を
共
有

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
町

の
公
共
施
設
は
、　

施
２３８

設
で
、
建
築
は
昭
和　
４１

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

１０

に
建
て
ら
れ
た
施
設
が

　

％
を
占
め
て
お
り
、

７８.６耐
用
年
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
施
設
が
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

耐
震
調
査
に
よ
り
、
耐

震
基
準
に
沿
っ
た
必
要

な
耐
震
工
事
と
併
せ
て
、

老
朽
化
の
修
繕
工
事
も

行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
施
設
の
延
命
化
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
対
応
は
、
特
に
規
模

の
大
き
い
施
設
は
国
の

財
政
支
援
が
あ
っ
て
対

応
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引
き
続
き
国
の

支
援
を
受
け
続
け
る

こ
と
は
不
透
明
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今

後
、
多
額
の
財
政
需

要
が
必
要
と
さ
れ
る

中
に
あ
っ
て
施
設
の

安
全
性
を
保
ち
な
が

ら
利
用
状
況
に
沿
っ

た
施
設
の
有
効
活
用

を
図
り
、
更
な
る
施

設
の
延
命
化
と
効
率

的
な
施
設
管
理
を
推
進

し
、
維
持
管
理
の
軽
減

に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。　

　

小
学
校
の
教
育
環
境

の
整
備
に
関
し
て
は
環

境
整
備
検
討
委
員
会
を

設
置
し
９
月
に
は
答
申

を
し
て
い
く
と
い
う
事

で
あ
り
ま
す
。
各
学
区

地
域
の
方
々
、
議
会
と

情
報
を
共
有
し
て
、
思

い
切
っ
た
決
断
で
廃
止

処
分
も
含
め
て
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
提

言
を
し
て
所
管
事
務
調

査
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

集
落
営
農
の
組
織
化
と

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て

　

我
が
最
上
町
で
も
必

要
と
し
な
が
ら
も
設
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
集
落
営
農
」
組
織
を

ど
う
す
れ
ば
立
ち
上
げ

る
事
が
で
き
る
の
か
、

又
、
そ
の
内
容
は
ど
う

な
の
か
、
を
昨
年　

月
１１

　

日
〜　

日
に
か
け
て

１２

１４

３
先
進
地
を
訪
問
し
、

調
査
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

�
青
森
県
大
鰐
町
「
大

鰐
営
農
組
合
」
で
は
、

小
規
模
農
家
が
ま
と

ま
っ
て
戸
別
所
得
補
償

制
度
に
加
入
す
る
事
の

メ
リ
ッ
ト
（
自
家
消
費

米
分
の
控
除
が　

a
と

１０

な
る
）
が
理
解
さ
れ
、

構
成
員　

名
で
平
成　

２４

２４

年
４
月
に
設
立
し
た
も

の
で
、「
作
業
受
委
託

の
契
約
書
は
交
わ
す
が

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

個
人
で
の
作
付
け
及
び

管
理
で
、
出
荷
は
「
営

農
組
合
〇
〇
」
と
な

り
精
算
代
金
が
一
度

営
農
組
合
の
通
帳
に

入
る
も
の
の
個
人
へ

そ
の
ま
ま
支
払
い
す

る
だ
け
」
と
の
事
で

あ
り
ま
し
た
。

�
秋
田
県
八
峰
町

「
株
式
会
社
真
瀬

フ
ァ
ー
ム
」
は
、
平

成　

年
に　

名
で
集

２１

１９

落
営
農
組
織
「
真
瀬

フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
平
成　

年
３
月
に

２３

株
主
９
名
に
よ
る
「
株

式
会
社
真
瀬
フ
ァ
ー

ム
」
に
な
っ
た
も
の
で

し
た
。

�
酒
田
市
及
び
Ｊ
Ａ
庄

内
み
ど
り
農
協
管
内
で

は
、
平
成　

年
頃
よ
り

１９

集
落
営
農
組
織
が
設
立

さ
れ
、　

組
織
ほ
ど
で

８０

し
た
が
、
構
成
員
の
高

齢
化
等
に
よ
り
減
少
し

現
在　

組
織
程
度
に

６８

な
っ
て
お
り
内
、　

組
１０

は
法
人
化
の
目
途
が
つ

い
て
い
る
と
の
事
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
３
先
進
地
で

の
調
査
等
か
ら
「
ま
ず

は
立
ち
上
げ
て
み
よ

う
」
と
の
考
え
に
至
り
、

Ｊ
Ａ
・
町
農
林
課
、
そ

し
て
県
の
指
導
を
頂
き

な
が
ら
ソ
バ
・
大
豆
で

は
町
一
本
で
、
米
に
つ

い
て
も
沢
原
・
豊
田
・

十
日
町
・
黒
沢
の
４
集

落
に
於
い
て
設
立
に
向

け
て
準
備
が
進
ん
で
い

る
事
は
た
い
へ
ん
喜
ば

し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
現
状
を
お
知
ら

せ
し
、
委
員
会
報
告
と

致
し
ま
す
。
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▼〔4月〕  

▼〔5月〕  

▼〔6月〕  

次回の定例会は9月です 

 

　
４
年
の
任
期
も
も
う
す
ぐ
終

わ
り
に
近
づ
き
、
今
期
最
後
の

議
会
広
報
に
な
り
ま
し
た
。 

　
見
や
す
く
、
分
か
り
易
く
、

皆
様
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

積
極
的
に
研
修
等
に
参
加
を
し
、

全
国
・
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

出
品
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
写
真
の
使
い
方
、
文
字
の
大

き
さ
、
見
出
し
の
ア
ピ
ー
ル
な

ど
、
最
近
で
は
少
し
ず
つ
見
や

す
く
な
っ
た
と
の
評
価
も
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
議

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も

あ
り
ま
す
が
、
誰
か
ら
も
見
て

も
ら
え
る
よ
う
な
議
会
広
報
を

目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
記
事
・

企
画
を
取
り
入
れ
、
皆
様
に
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　 

　
　
　
　
　
（
二
戸
　
守
） 

 

　
【
広
報
編
集
委
員
会
】 

　
　
　
委

員

長
　
二
戸
　
守 

　
　
　
副
委
員
長
　
小
林
　
守 

　
　
　
委
　
　
員
　
渡
邉
英
俊 

　
　
　
　
　〃
　

　
橋
本
　
正 

　
　
　
　
　〃
　

　
大
沼
正
視 

　
　
　
　
　〃
　

　
佐
澤
　
浩 

▲ 関東圏友の会総会（6/7） 

▲ 町消防団春季大演習（5/3） 

�
保
育
所
入
所
式
（
４
／
６
） 

保育所・幼稚園入園式　最上中・各小学校・最上校入学式 4～8日 

全員協議会 15日 

例月監査 20日 

議会運営委員会　臨時議会　全員協議会 23日 

前森高原グランドオープン式典 25日 

総務文教常任委員会 27日 

最上小国川流水型ダム堤体工事安全祈願祭 27日 

最上小国川清流未来機構設立総会 

最上町議会ダム特別委員会と県関係課との意見交換会 

町消防団春季大演習 

議会広報編集委員会 

町老人クラブ連合会総会 

最上町観光協会理事会 

最上町国民健康保険運営協議会 

�最上町地域振興公社定時株主総会 

例月監査 

県町村議長会　町村議会広報研修会　最上広域議会 

全員協議会 

全国町村議会議長会　正副議長研修会　最上県勢懇話会 

最上広域議会　5月臨時会 

議会運営委員会　全員協議会 

最上開発協議会総会、懇談会 

関東圏もがみ友の会総会 

6月定例会 

全員協議会 

仙台圏最上町友の会総会 

全員協議会　６月臨時会　 

広報編集委員会 

 

議員懇談会　最上町産業振興協議会総会 

山形県勢懇話会定時会員総会・合同例会 

宮城県丸森町議会バイオマス視察ツアー 

30日 

30日 

3日 

12日 

14日 

18日 

19日 

20日 

21～22日 

22日 

25日 

26日 

29日 

1日 

2日 

7日 

9～12日 

10～12日 

14日 

17日 

17～22日 

22日 

26日 

29日 

【月毎の主な日程】 ４月～６月の稼動日数 46日 
　　誌面の都合上、主な行事より抜粋し掲載 


